
（別紙３）

～ 2025年10月10日

（対象者数）
16名／15家族

（回答者数）
16名／15家族

～ 2025年11月28日

（対象者数）
７名

（回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

こどもや保護者の声を取り入れながら、活動内容や支援方法

の見直しと職員間での振り返りを継続し、個別支援計画との

つながりを意識した、より充実した支援の提供に努めていき

たい。

2
こども一人ひとりの役割や関わり方をより明確にし、協力す

る力や社会性がより深まる支援を行っていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は、こどもたちの成長や状況を踏まえながら、地域との

関わりについても検討し、無理のない形で交流や体験の機会

を持てるよう、慎重に検討していきたい。

2

職員の専門知識やスキルの向上に努め、より適切で実践的な

アドバイスができる体制を整えていく。研修会の機会を増や

していく。

3

他事業所や地域との交流が行えていない。

安全面への配慮や、こども一人ひとりの障害特性に応じた支援

を優先していることから、現時点では事業所内での支援を中心

に行っている。

きょうだい支援や家族支援、専門的なアドバイスが行えていな

い。

保護者やきょうだいの話を聞くことはできているが、的確なア

ドバイスまで行うことが十分ではない。

同年代のこども同士が関わる機会が多く、社会性やコミュニ

ケーションを育む環境が整っている。

チームで話し合いながら一つの物を作る活動や、全員で一緒に

遊ぶ中でルールや約束を学べるよう工夫している。これらの活

動を通して、協力する力や社会性が自然と身につくよう支援し

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動プログラムが固定しないよう充実しており、こどもたちが

楽しみに通所できる環境づくりができている。

同じ活動であっても、ねらいや方法、役割分担を変えること

で、経験の幅が広がるよう配慮している。

また、職員間で定期的に活動内容の振り返りを行い、こどもに

合った支援となっているかを確認しながら、必要に応じて見直

しを行っている。

○事業所名 　放課後等デイサービス　エクシヴ益田乙吉事業所

○保護者評価実施期間
2025年9月22日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年11月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年12月22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


